







































































kare:] ata=mai um.カレー アタマイ ウム。あの人はあしたもいるよ。
aN=mai] utam.アンマイ ウタム。私も（そこに）いた。
文中のどこかに強調辞tuをふくむ文の述語は連体形と同音のu ɾ（非過去）、uta ɾ～uta: ɾ（過
去）となる。動作動詞（numi=tu飲んだ。）や変化動詞（tukumi=tu終わった。）と異なり、
uriやuri=tuだけでは過去をあらわせない。
taukara:=ka=tu] u ɾ.タウカラーカトゥ ウい。だれかがゾいる。
katam=[mai] pa ɾ=mai=[tu] u ɾ.カタムマイ パいマイトゥ ウい。蚊もハエもゾいる。
vva] ju[pe:] i[ta=N=tu uta]: ɾ? ＞ [ja:=N=tu] uta: ɾ.ッヴァ ユペー イタントゥ ウターい？＞
ヤーントゥ ウターい。あなたゆうべどこにゾいた？ ＞ 家にゾいたよ。
命令形や願望形を述語とする文には強調辞tuがあらわれない。
u[ma=Nkai=ja] ku:[ta] u[ma=N] uri.ウマンカイヤ クータ ウマン ウリ。ここには来ないで
そこにいろ。




までのところ、動詞u ɾのみのばあいと動詞u ɾ＋補助動詞u ɾのばあいとで、意味上の大きな




uri]=tu u ɾ.ウリトゥ ウい。いるゾ。
mme[pi] unakai u[ri] u ɾ[te:.ンメピ ウナカイ ウリ ウいテー。もっと長くいてほしいな。
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aN=mai] uri=tu uta ɾ.アンマイ ウリトゥ ウタい。私もいたゾ。
動詞に強調辞がつかないばあいは、中止形が短母音iでおわるため、補助動詞u ɾと融合
して長母音化することが多い。
kare:] uma=N=tu ikS=[mai] uri: ɾ.カレー ウマントゥ イき!マイ ウリーい。あの人はここに
ゾいつもいる。＜uri u ɾ
a[ka=tu] uri:ta ɾ.アカトゥ ウリータい。私がゾいた。＜uri uta ɾ
mme[pi] unakai uri:ri.ンメピ ウナカイ ウリーリ。もっと長くいろ。＜uri uri




uri=tu a ɾ] pak ɾ.ウリトゥ アい パき。いてゾあると思う。だれかが。
強調辞tuとa ɾが融合して、urita: ɾになることが多い。
uri]=ta: ɾ.ウリターい。いてゾある。＜uri]=tu a ɾ
uri=ta: ɾ] pak ɾ.ウリターい パき。いてゾあると思う。
強調辞tuが動詞につかないばあいは融合してure: ɾとなる。
taukara:=mai=tu] ure: ɾ.タウカラーマイトゥ ウレーい。だれかもゾいたようだ。二つのコ
ップを見て。＜uri a ɾ














na[ukara:=nu=tu u] ɾ? ＞[N: u ɾ]=tu s ɾ.ナウカラーヌトゥ ウい？＞ンー ウいトゥ し。なに
かがゾいるの？＞うん、いるゾ。








vva masakaN fai] um? ッヴァ マサカン ファイ ウム？　あなた、ちゃんと食べてる？
narapi] um? ナラピ ウム？　ならべてる？
um/utamの融合形も同様に強調辞tuのない文の述語にあらわれる。
u[ma=N] ari:m.ウマン アリーム。ここにあるよ。＜ari um
mainik ɾ numi:]m? ＞ [numi]=tu u ɾ.マイニき ヌミーム？＞ヌミトゥ ウい。毎日飲んでる？
＞飲んでゾいる。




p ɾri]=tu u ɾ.ぴリトゥ ウい。座ってゾいる。
k ɾnu: piNna:]piNna: a[si=tu uta ɾ.きヌー ピンナーピンナー アシトゥ ウタい。きのうは変に
してゾいた。食べ過ぎて体調が悪かった。
aN=[mai] aNsi=[tu] u[mui] uta ɾ.アンマイ アンシトゥ ウムイ ウタい。私もそうゾ思っていた。
k ɾ[nu:] ma:ta=[tu pi:] uta: ɾ.きヌー マータトゥ ピー ウターい。きのうはとてもゾ酔っていた。
動詞以外のどこかに強調辞tuをふくむ文で、動詞が短母音iでおわるばあいは、動詞と
u ɾ/uta ɾが融合するのが基本的である。
kanu pS]ta: ja[tu:=tu] aki: ɾ.カヌ ぴ!ター ヤトゥートゥ アキーい。あの人は戸をゾ開けてい
る。＜aki u ɾ
u[pu]ami=N=tu [na]ri: ɾ.ウプアミントゥ ナリーい。大雨にゾなっている。＜nari u ɾ





ffa=u=[tu] turati: u ɾ.フ !ファウトゥ トゥラティー ウい。草をゾ取ろうとしている。
ske:sa]ti:=tu u ɾ.ス !ケーサティートゥ ウい。走ろうとゾしている。
Nki]ti:=tu u ɾ.ンキティートゥ ウい。帰ろうとゾしている。玄関で帰りかけている。
mme] ffati:=tu u ɾ.ンメ フ!ファティートゥ ウい。いまにも降ろうとゾしている。雨が。




nnama=tu] urus ɾ m:ti: u ɾ.ンナマトゥ ウルし ムーティー ウい。いまゾ（棚からものを）下
ろしている。動作継続
kSs] m:ti:=tu u ɾ.き !ス! ムーティートゥ ウい。来つつゾある。移動中。変化継続
s ɾn] m:ti:=tu u ɾ.しヌ ムーティートゥ ウい。死につつゾある。死にそうだ。変化継続
ske:s ɾ] m:ti:=tu u ɾ.ス !ケーし ムーティートゥ ウい。走りはじめてゾいる。開始直後
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mti] m:ti:=tu u ɾ. ムティ ムーティートゥ ウい。（潮が）満ちはじめてゾいる。開始直後
ff] m:ti:tu u ɾ.フ !フ! ムティートゥ ウい。降りはじめてゾいる。降りだした。開始直後
２．a ɾ
動詞a ɾはものの存在をあらわす。共通語の「ある」に対応する。動詞a ɾにはさらに補助

















u[ma=N]=tu a ɾ.ウマントゥ アい。ここにゾある。
k ɾnu:] uma=N=tu ata ɾ.きヌー ウマントゥ アタい。きのうはここにゾあった。








uma=N=mai] ari:m.ウマンマイ アリーム。ここにもある。＜ari um
動詞に強調辞tuがついたときは分析的になる。
ma ɾ=a mme] ikkagecupunna [ari]=tu u ɾ.マいア ンメ イッカゲツプンナ アリトゥ ウい。
米はまだ一か月分はあるゾ。
ari=tu] uta ɾ.アリトゥ ウタい。あったゾ。
動詞以外に強調辞tuがついたときには融合する。
u[ma=N=tu] ari: ɾ.ウマントゥ アリーい。ここにゾある。単独のa ɾよりもやさしい感じ。
＜ari u ɾ





umaN=tu] are: ɾ.ウマントゥ アレーい。ここにゾあったようだ。現在の痕跡。＜ari a ɾ
ari]=ta: ɾ.アリターい。あってゾある。現在の痕跡。＜ari=tu a ɾ





ari] uk ɾ.アリ ウき。あったようだ。＝are: ɾ＜ari a ɾ
naukara:=nu=tu] ari:k ɾ.ナウカラーヌトゥ アリーき。なにかがゾあったようだ。＜ari uk ɾ
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a ɾ]=tu s ɾ.アいトゥ し。あったゾ！ 発見
ma ɾ=a ari:m] na:? ＞[a ɾ]=tu s ɾ.マいア アリーム ナー？＞アいトゥ し。米はあるかい？ ＞ 
あるゾ。








aka=tu] mi: a ɾ.アカトゥ ミー アい。私がゾ見てある。見つけてある。




2　 痕跡の用法には補助動詞a ɾのほかに補助動詞uk ɾも使用される。より自然に出るのはa ɾのほうであるが、






a[ra:] ja[ri]jariti:=[tu] na[ra]pe: ɾ.アラー ヤリヤリティートゥ ナラペーい。私はだめにゾな
らべてある。＜narapi a ɾ
taukara:=ka=tu aki] pere: ɾ.タウカラーカトゥ アキ ペレーい。だれかがゾ開けて（どこかに）
行ってある。窓が開いているのを見て。＜peri a ɾ
k ɾnu=tu] taukara:=ka a ɾ]ke:ta ɾ.きヌトゥ タウカラーカ アいケータい。きのうゾだれかが
歩いてあった。畑の足跡を見て。＜a ɾki ata ɾ




mme] kati=ta: ɾ.ンメ カティターい。もう耕してゾある。
mme] mi:=ta: ɾ.ンメ ミーターい。もう見てゾある。
kFfi=tu] a ɾ.ク !フィトゥ アい。作ってゾある。
動詞と補助動詞a ɾの組み合わせを述語にもつ文には反実仮想の用法がある。１例目は条
件節もこの組み合わせで、２例目は条件節の補助動詞がuk ɾである。
fai] ati[ka: s ɾ]ni=ta: ɾ.ファイ アティカー しニターい。食べていたら死んでゾいた（はずで
ある）。＜s ɾni=tu a ɾ
taro:=ka] k!isi:[ka: fai=ta: ɾ.タローカ キ!シーカー ファイターい。太郎が来ていたら食べて
ゾいた（はずである）。＜k!isi uka:、fai=tu a ɾ
２．２．２　形容詞＋補助動詞a ɾ
形容詞終止形は形容詞中止形とa ɾ/am、その過去形ata ɾ/atamが融合したものである。
u[ri=ka=tu] mmaka ɾ. ウリカトゥ ンマカい。これがゾおいしい。＜mmaku a ɾ
aNta=ka upu]mma=[ka kFf] muna: [mma]kam.アンタカ ウプンマカ ク!フ! ムナー ンマカ
ム。うちのおばあさんが作るものはおいしい。＜mmaku am








ata:] kari=mai] uraN.アター カリマイ ウラン。あしたはあいつもいない。予定
ka[tamma] uraN.カタンマ ウラン。蚊はいない。
un=nu] pa:=n[na] aN=mai [ura]tatam.ウンヌ パーンナ アンマイ ウラタタム。その時は私
もいなかった。
一人称の意志的な用法にはurate:Nだけが使用される。
aNsi=nu] tukuma=nna [ura]te:N.アンシヌ トゥクマンナ ウラテーン。こんなところにはも
ういない！ 意志








m[mita] fai=ja] u[raN.ンミタ ファイヤ ウラン。まだ食べてはいない。
mmita] u[te:] uraN.ンミタ ウテー ウラン。まだ落ちてはいない。汚れなどが。
ffe:] uraN.フ!フェー ウラン。降ってはいない。雨はいまはまだ。










kari=ka] mi: uri[pa] ara: [mi:]te:N.カリカ ミー ウリパ アラー ミーテーン。あいつが見てい
るから、私は見ない。
ure:] mmita munu:=pa: [mi:N.ウレー ンミタ ムヌーパー ミーン。これはまだものを見えな
い。乳児でまだ目が見えない。能力
ike:m:na] ma:nu [mi:]tatam.イケームーナ マーヌ ミータタム。むかしはあまり見えなかった。
目が悪くて。能力
これに対して、条件（不）可能にはmi: ɾ（見る）の可能動詞（の否定形）が使用される。







aN[si=nu] mu[nu:] kaNkai u ɾ pStu: [mi:N.アンシヌ ムヌー カンカイ ウい ぴ!トゥーミーン。
そんなことを考えている人はいない。
katam=[mai] pa ɾ=mai [mi:N.カタムマイ パいマイ ミーン。蚊もハエもいない。
mme] as pStu=nu=tu [mi:N.ンメ アス! ぴ!トゥヌトゥ ミーン。もうする人がゾいない。
taru=mai] mi:tatam.タルマイ ミータタム。だれもいなかった。






ara:] ata=mai [ura]te:N/[mi:]te:N/[uraN/[mi:N.アラー アタマイ ウラテーン/ミーテーン/
ウラン/ミーン。私はあしたもいない。予定







a[ka] ikS pa:=n[na mi:N] kata=tu jata ɾ.アカ イき! パーンナ ミーン カタトゥ ヤタい。私が
行くころには、いなくなりそうでゾあった。過去。会がおわって人が徐々に減っていく場面







unakai] ite:i=[ja] mi:N.ウナカイ イテーイヤ ミーン。長く会ってはいない。
unakai] saki:=pa: [nume:] mi:N.ウナカイ サキーパー ヌメー ミーン。久しく酒を飲んでは
いない。
k ɾnu]=ta:[se: mi:=ja mi:]tatam.きヌターセー ミーヤ ミータタム。きのうまでは見たことは
なかった。もう見た。
nnama]=ta:[se: fai=ja mi:]tatam.ンナマターセー ファイヤ ミータタム。いままでは食べた
ことはなかった。もう食べた。
ju[ke: ffe:] mi:N.ユケー フ!フェー ミーン。雪は降ったことはない。






umakS=[mai] nau=[mai] ne:N.ウマき!マイ ナウマイ ネーン。火もなにもない。
ara:] pare: [ne:N.アラー パレー ネーン。私は畑はない。
k ɾnu=mai] ne:tatam.きヌマイ ネータタム。きのうもなかった。
ne:Nには存在から非存在への変化をあらわす用法がある。
ure:] ata=ta:[sje:] ne:N.ウレー アタターシェー ネーン。これはあしたまではない。いまは
あるが、なくなる。
ne:N] kumata.ネーン クマタ。なくなる。予定性
amara]ta=[tu] m:[na] ne:N.アマラタトゥ ムーナ ネーン。あまらずにゾみんななくなった。
現在の状態

















ure: ata]=ta:[se:] mme [vvai] ne:N.ウレー アタターセー ンメ ッヴァイ ネーン。これはあし
たまでは、もう売られて、なくなる。未来















taru=Nkai=mai] ssasata=[tu] s[ti] ne:N.タルンカイマイ ス!ササタトゥ ス!ティ ネーン。だ
れにも知らせないでゾ、捨ててしまった。
macikai=tu kiri] ne:N.マチカイトゥ キリ ネーン。間違ってゾ、蹴ってしまった。
pi:maka:] numis!iti:=[tu pi:] ne:N.ピーマカー ヌミシ!ティートゥ ピー ネーン。少し飲んで
ゾ、酔ってしまった。
ka[ti=nu] fki=[tu] ki:=[nu] na ɾ=[a] m:[na] uti peri] ne:N.カティヌ フ!キトゥ キーヌ ナいア 









ki:=[ja] na[uffa] ne:ta=[tu] nu[mpuffa] ne:N.キーヤ ナウッファ ネータトゥ ヌムプッファ 
ネーン。きょうはなぜかゾ飲みたくない。
a[ra:] ki:=[ja i]kSpuffa ne:N.アラー キーヤ イき!プッファ ネーン。私はきょうは行きたく
ない。
numpuffa ne:]tatam.ヌムプッファ ネータタム。飲みたくなかった。
k ɾ[nu:] ikS[puffa] ne:tatam.きヌー イき!プッファ ネータタム。きのうは行きたくなかった。
５．２．３　形容詞＋補助動詞ne:N
形容詞の否定形は中止形=jaとりたて形に補助動詞ne:Nを組み合わせる。
uma]ta:[se:] ute:ffa] ne:N.ウマターセー ウテーッファ ネーン。ここまでは遠くはない。地
図を見ながら。
a[ra:] uri:=[pa:] mma[ffa] ne:N.アラー ウリーパー ンマッファ ネーン。私はこれをおいしく
はない。
a[kaffa] ne:tatam.アカッファ ネータタム。赤くはなかった。






unu ka:ssa mmaka]m? ＞ a[raN mmaffa] ne:N.ウヌ カーッサ ンマカム？＞アラン ンマッ
ファ ネーン。そのお菓子はおいしい？ ＞ いや、おいしくはない。
kamaN]=tu [fai k!isi? ＞ a[raN] fai=[ja] ku:tata ɾ.カマントゥ ファイ キ!シ？＞アランファイ





u[re: vva=ka bo:sje: araN=na]? ウレー ッヴァカ ボーシェー アランナ？　これはあなたの
帽子じゃない？
pari=ki] muna: araN.パリキ ムナー アラン。晴れそうじゃない。晴れそうにない。
v[va=mai] aN=mai [ikS kumata ara]N.ッヴァマイ アンマイ イき! クマタ アラン。あなた
も私も行くことになっていない。
uma: [ute:] aratatam.ウマー ウテー アラタタム。ここは遠くなかった。






ikS=mai] uma=N=tu usk ɾ.イき!マイ ウマントゥ ウス!き。いつもここにゾ置く。
kama=N=tu] uski.カマントゥ ウス!キ。あそこにゾ置いた。
u[ma]=N us[ki] uri.ウマン ウス!キ ウリ。ここに置いていろ。
kama=N=tu] us]ke: ɾ.カマントゥ ウス!ケーい。あそこにゾ置いてある。＜uski a ɾ













m[mita] purea ukaN.ンミタ プレア ウカン。まだ掘ってはいない。








taukara:=ka=tu numi] uk ɾ.タウカラーカトゥ ヌミ ウき。だれかがゾ飲んである。コップ
を見て。
taukara:=ka=tu ap]pi:k ɾ.タウカラーカトゥ アッピーき。だれかが遊んである。散らかった
おもちゃを見て。＜appi uk ɾ




uma=N] ati[ka: fai=tu u]k ɾ.ウマン アティカー ファイトゥ ウき。ここにあったら食べてゾ
いた（はずである）。述語
kai k!isi]:ka:.カイ キ!シーカー。買ってきておけば（よかった）。条件節 ＜k!isi uka:
反実仮想の用法ではこの形式にさらにa ɾが融合することがある。次の例では条件節も主
節もともにこの形式で、述語にさらにa ɾが融合している。
uma=N] ari:[ka: fai=tu] uke: ɾ.ウマン アリーカー ファイトゥ ウケーい。ここにあったら食
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べてゾいた（はずである）。<ari uka:、fai=tu uki a ɾ
８．as ɾ／s ɾ









u[ri:=pa:] usai=[ju] as ɾmiti.ウリーパー ウサイユ アしミティ。これをつまみにしよう。意
志「つまみをしよう」対格
a[si:] asi fa:.アシー アシ ファー。昼にして食べよう。残り物を昼食代わりに。勧誘「昼を
して」対格
a[si=N] asi [fa:.アシン アシ ファー。昼にして食べよう。昼食代わりに。与格
as ɾの中止形がハダカ名詞Ｂとともに対格的（意味は与格的）にはたらくことがある。本
動詞が補助的にはたらくことで、複合格的な様相をみせている。
u[ri:] sara a[si] assu.ウリー サラ アシ アッス。これを皿（代わり）にしろ。皿＋シテ＋し
ろ
uri:] dai a[si] assu.ウリー ダイ アシ アッス。これを台（代わり）にしろ。台＋シテ＋しろ














kari=mai] putu ɾ=tu s ɾ.カリマイ プトゥいトゥ し。あいつも踊るよ。未来
unu] a[me:] a[ta=mai] ff=tu s ɾ.ウヌ アメー アタマイ フ!フ!トゥ し。この雨はあしたも降
る。未来
mi]:=tu sta ɾ.ミートゥ ス!タい。見た。いま、飛行機が飛んでいるのを。過去




kare:] mme jakati [nas]=tu s ɾ.カレー ンメ ヤカティ ナス!トゥ し。あの人はもうすぐ生む。
未来
mme] jaka[ti mi:]=tu s ɾ.ンメ ヤカティ ミートゥ し。もうすぐ見えるようになりそうだ。
赤子の目が。未来
ure:] mme ff=tu s ɾ.ウレー ンメ フ!フ!トゥ し。これはもう降りそうだ。雨が。未来
uwa ɾ]=tu sta ɾ.ウワいトゥ ス!タい。終わるところだった。過去







unu] fa:=[ja ka:ssu=tu mma]sa: s ɾ.ウヌ ファーヤ カーッストゥ ンマサー し。この子ども
はお菓子をゾ好きだ。対格（動詞的使用）





unu] fa:=[ja] ka:ssu=[tu fau]pussa: s ɾ.ウヌ ファーヤ カーッストゥ ファウプッサー し。こ
の子どもはお菓子をゾ食べたがっている。





unu] fa:=[ja] ka:ssu=[pa] faupussa: s=tu s ɾ.ウヌ ファーヤ カーッスパ ファウプッサー ス!
トゥ し。この子どもはお菓子を食べたがっているゾ。
aN=mai kakS]pussa: s=tu s ɾ.アンマイ カき!プッサー ス!トゥ し。私も書きたがっているゾ。
自然現象にもこの形がある。
ff]pussa: s=tu s ɾ.フ !フ!プッサー ス!トゥ し。降りたがるゾ。雨がやみそうにない。





u[ri:] u[sai] s ɾmiti.ウリー ウサイ しミティ。これをつまみ（に）しよう。
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